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ABSTRACT

The　surface　strain　of　girdle　for　sports　uses　on　stationary　state　was　meas－

ured　by　dimensional　change　before　and　after　wearing　produced　from　de－

formation　of　trellis　figures　drawn　on　girdle．　It　was　found　by　static　analy－

sis　of　girdle　on　the　market　that　the　hip－up　effect　indispensable　to　good　ap－

pearance　of　hu！nan　body　was　not　accomplished　effectively。

The　surface　strain　of　girdle　for　sports　uses　on　dynamic　state，　especially

on　active　torsional　deformation　of　human　body　in　physical　eχercise　was

measured　by　omega　gauge　attached　to　girdle　surface，　which　was　connected

to　dynamic　strain　meter　and　electromagnetic　osillograph．　At　the　same　time

and　p！aces，　the　garment　pressures　were　measured　simultaneously．　It　was

found　that　the　relation　between　dynamic　strains　on　girdle　surface　and　gar－

ment　pressures　oil　human　body　was　hightly　significant．

I　 緒　　 言

ガードルは元来整姿整容の目的で被服の下に着
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用されるファンデーションの一種であるが，近来

大衆スポーツの普及発展にともなって一般にスポ

ーツ用として愛好されるようになった．しかし，
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スポーツ用ガードルとしての研究はこれまでに例

をあまり聞かない．そこで，本研究は，スポーツ

を行うための効果的なガードルの運動機能性に：つ

いて，ガードルの静的および動的な歪みの分布を

知り，それらと被服圧との関係から検討を行った

ので報告する．

：II　実　　　 験

実 験　1．ガードルの歪み

スポーツ用ガードルを装着することによって生

じる静止時 の歪みの分布は体型と関係があり，ま

たスポーツ時のフォーム（今回はねじりのフォー

ムにしばった）によって生じるガードルの歪みは

どのように変化しているかを静止時と関連させな

がら検討した ． 卜

1） 実 験 方 法

・試料および被験者：

実験に用いた試料は，市販スポーツ用ガードル

でその諳元は表1 に，また ，被験者は健康なスポ

ーツウーマン1 名としその体型の内訳は表2 に示

す．

・実験器機・並びに測定方法：

静止時歪みは，　Waist から3cm 間隔で，ガー

ド ルに腹部，殿部とも正中をa とし，水平方向に

脇に向かい，b ，c ，d ，e ，f とし，またガー

ドルのWaist　line　ゴムの直下を1 としWaist　line

に平行に2 ，　3，　A，　5，　6……とし，線を獺きメジ

ャーで測定した． 動作時は，幅Icm ，長さ8 ～9

cm ， 厚さ0 ．5cm の銅板を 中心から5cm ， ギリ

シャ文字オメガの型になるように二型を作り，上部

表2　 被験者体型内訳

年　　齢 （歳） 21

身　　長 （cm ）

体　　m （kg ）

Waist　 （cm ）

Hip　　 （cm ）

169

53

60

89

に歪ゲージをとりつけ較正して製作したn 型ゲ

ージを製作し，これを腹部5 箇所，殿部4 箇所，

側腹部3 箇所の計12ヵ所に粘着テープで，静止時

の結果を参照しながら取り付けた（図1 ）・

このΩ 型ゲージを 動歪計，電磁オシログラフ

に接続し，記録を読み取った結果から歪みを算出

した．スポーツ時のフォームは，ねじりのフォー

ムの代表と思われるテニスのフォアおよびバック

打ち，ソフトポールのバッティングとピッチング

のフォームの計4 種類について行った・

2） 実験結果および考察

静止時：

静止時の歪分布は図2 に示す とお り で，腹部

c ，d は前腸骨のはり出しの影響で，また殿部で

もc ，d は筋肉および脂肪により盛り上った部分

めため，これらの部分でのガードルの歪みは高い

値がみられるレ

この値が高い程ガードルが伸びており，ガード

ル着用時の体型の様相を探ることが 出来ると共

に，ガードルのひき締め具合も知る ことが出来

る．

Hip　line　は6 ～7 であるが， 水平方向の 歪み

はかなり少なく， 被験者の体型が，川p　line　付

表1　 ガ ー ド ル の 諸 元

材　　　 質 組　 織
厚　 さ

（mm ）

密　　　 度
（本／cm）

見掛けのヤング率
（g ／cm）

ウェール コー ス ウェール コ ー ス

綿・ナイロン

ナ イ ロ ン

編　　物

メッシュ

0．42

0．52

59

14

42

40．4

143 ．3

620 ．0

383 ．3

－
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いことがわかる．

表3 は，ガードルの寸法と着用時の寸法を比較
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表3　 ガ ー ド ル の 歪 み（全体）

もとの長さ
（cm ）

着用時の長さ
（cm ）

伸　び　率
（％）

周　径　 ①

周　径　 ②

周　径　 ③

周　径　 ④

周　径　 ⑤

周　径　 ⑥

（ モモ） ⑦

縱　　a

（腹部）b

（腹部）c

（腹部）d

（腹部）e

（側腹部）f

（殿部）a

（殿部）b

（毆部）c

（毆部）d

（殿部）e

53．6

55．7

59．4

62．0

65．2

68．4

44．9

14．9

14．9

14．8

12．1

12．1

15．5

14．9

15．0

15．0

12．0

12．0

70．0

76．0

81．0

84．0

86．9

88．5

55．0

15．8

15．5

15．0

12．3

12 ．3

14 ．5

15 ．0

15．1

15．7

13 ．0

12．5

30．6

36．4

36．4

35．5

33．3

29．4

22．5

6．0

4 ．0

1．4

1．7

1．7

－6．5

0．7

0．7

4．7

8．3

4．2

した結果であるが，周径においては30～60％と全

休にバラツキのない歪が生じているが，　Hip　line

付近の6 では29．4とやや低い．　　　＼

また，縦方向でも隆起しているc ，d 部分でも

値が低く，　Hip　up　の 測定結果が2cm 弱である

ことからも，このガードルを装着することによる

Hip　up　効果はあまりない とい え るが，側腹部

は，体型のはり出しによって，縱の歪みがマイナ

スになっており，側腹部f も，水平方向に全休に

値が高いことからこの部分でガードルを固定して

いると考えられる．

動作時：

動作時めΩゲージによる歪分布は表4 に示す

とおりである．表5 は，静止時に生じた歪みを引

いた愃であるが，腹部正中a は，各動作時に静止

時より歪みが減少しているが，その反面むからf

f

④
旧

⑥

⑦

そして，殿部c ～a へと歪の値 が多 くみられる．

つまり二，ねじりを含んだ動作を行うことによっ

て，腹部正中付近の皮下組織はへとみ，側腹部か

ら後面に向かうて隆起していることがわかる．こ

れらの隆起に：は，筋肉の働きの他に脂肪の移動か

考えられるが，このことから適正なガ ードルを着

用し，ねじりを含んだポーズをくり返し行うこと

によって，腹部の脂肪が側腹部から後面へと少し

づつ移動して行き，体型的にも望まれる体型にな

ると推察されるが，これらについては今後解剖学

的に検討していく予定である．

実 験2 ．被 服 圧

スポーツ時のガードルの勦歪分布について，よ

り深く調べるには，その同じ動作時における動被

服圧を知る必要がある．被服圧は，動歪みによる



表4　 ス ポ － ツ動 作時 の 歪 み（％）

言言 静　 止
テ ニ ス

フ　ォ　ア

テ ニ ス

バ ッ ク

ソ　フ　 ト

ノマ ッ　ト

ソ　フ　ト
ピ　ッ　チ

腹

部

al

a3

CI

C3

C5

24．8

20．7

12．2

38．5

12．4

10．3

14．9

25．6

56．1

48．3

6，2

16．2

53．5

38．5

37．2

16．6

18．1

40．3

33．0

24．8

10．3

10．3

40．3

48．1

45．5

側

腹

部

fl

h

G

23．8

15．0

37．5

29．6

31．5

76．6

30．3

27．0

53．3

41．3

31．5

33．8

18．0

27．0

33．8

殿

部

al

a3

a5

C5

0．7

42．7

4 ．3

30．9

9．0

89．7

3．7

29．0

24．0

85．5

4．7

35．9

15．0

25．7

7．5

53．8

15．0

102．5

4．7

42．8

表5　 スポーツ勁作時の歪み 一静止時歪み（％）

卜 動作

部位 卜

テ ニ ス

フ ォ ア

テ ニ ス

バ ッ　ク

ソ　フ　ト

バ ッ ト

ソ　フ　ト

ピ　ッ　チ

腹

部

a 　1

a8

CI

C3

C5

－14 ．5

－　5．8

13 ．4

17．6

35．9

－18 ．6

4．5

41．3

0

24．8

－18．6

－　2．6

28．1

－　5．0

0 ，4

－14 ．5

10 ．3

28．1

9 ．6

33．1

側

腹

部

f　1

h

h

5．8

16．5

39．1

6．5

12．0

15．8

17．5

16．5

－　3．7

－　5．8

12．0

－3 ．7

殿

部

al

aa

a5

95

8 ．3

47．0

－0 ．6

1 ．9

23．3

42．8

0．4

5．0

14．3

―　17．2

3 ．2

22．9

14．3

59．8

0．4

11．9

ガードルのひき締め効果と関連性が深い．

1） 実 験 方 法

・試料および被験者：

実験1 に同じ．

・実験器機並びに測定方法：

センサは，客量10kg ，直径受圧部0 。8cm，ま

わりの直径2 ．5cm の荷重計を使用した． このセ

ンサを動歪の測定部位と同じ箇所に取りつけ，同

じスポーツ時のねじりを含んだポーズを行い，動
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歪計に接続して実験を行った．

2） 実験結果および考察

各スポーツ動作時の被服圧は表6 に示すとおり

である．腹部では，正中部a は動作することによ

って静止時よりも被服圧は減少し，この結果は動

歪の結果と一致している．

こまた動歪と動被服圧の相関係数を 求 める と，

r　＝0．72あるいは0 ．92と高い値が得られた． ま

た，側腹部との中間部c においては，勦歪は，静
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表6　 ス ポ ー ツ 動 作 時 の 被 服圧（gf／cm2）

土 動作匸
静　 止

テ ニ ス
フ　ォ　ア

テ ニ ス

バ ッ　ク

ソ　フ　ト

バ ッ ト

ソ　フ　ト
ピ　ッ　チ

動歪との

稍関係数
（O

腹

部

al

a3

CI

C3

70 ．9

57．6

70 ．9

53．2

53．2

44．3

70．9

26．6

44．3

44．3

53．2

35．4

88 ．6

44 ．3

70 ．9

35．4

53．2

35．4

53．2

26．6

0．72

0 ．92

－0 ．72

－0 ．60

側

腹

部

C5

h

G

G

53．2

88．6

53．2

53．2

159 ．5

70．9

70．9

70．9

35．4

70．9

70．9

70．9

17．7

53．2

70 ．9

70 ．9

35．4

53．2

62．0

62．0

－0 ．47

－0 ．24

0．92

0．49

殿

部

al

a3

a5

C5

88．6

44．3

35．4

35．4

70．9

53．2

70．9

53．2

70．9

53．2

53．2

53．2

53．2

53．2

53．2

44．3

53．2

53．2

53．2

53．2

－O 。58

0．45

－0 ．14

－0．00

止時より増加しているが，被服圧は減少の傾向に

あり，相関関係も負となっている．このことは，

ねじりを含んだこの種のポーズをするこ とによ

り，C 部分のガードルはピンと張っているが皮下

組織の高まりはあまりないことを示している．

側腹部f3 は，歪と同様，動作をすることによ

り，各種スポーツ時に一様に高い被服圧を示し，

身体皮下組織の盛り上りがあると考えられる．

したがって，この結果から，ねじりを含んだ動

作をすることにより，腹部はへこみ，側腹部から

後部に皮下組織の盛り上りか移動していくことが

分る．これら被服圧と動歪の関係結果は静止時の

歪の結果とも一致している．

Ⅲ　結　　 論

スポーツの中でもねじりを含んだ動作時に生じ

る，スポーツ用ガードルの運動機能性について追

求した．

・ガードルの歪みにおいては，静止時では腹部

および側腹部では全休にかなりの歪みがみられる

が，謾部では，水平，垂直方向共に，　Hip　Line

付近の歪みがほとんどみられない．したがって，

整容の面からも引き締めによる運動機能性の面か

らもあまり効果は見られない．

・動作時の歪 みから，腹部で は 少 な く，側腹

部，殿部と大 きな値がみられる．－ねじりを含んだ

動作をすることにより，ガ ードルの歪みは腹部が

減少し，側腹部から殿部へと増加している．

・被服圧については，動作をすることにより，

腹部においては正中，側腹部との中間部共に静止

時よりも減少し て い る が，脇部，殿部において

は，被服圧が増大している．歪みはあ っても被服

圧は減少していることから，身体とガ ードルのず

れが分る．

以 上，ガードルの歪 みを主に実験を行って来た

が，スポーツ用ガ ードルに要求される，ひき締め

効果および整姿整容効果 の あ る ガードル設計に

は， 特に二腹部を多 めに引き締め， また，Hip　Up

効果も十分な設計が必要と思われる．このような

設計のガードルを装着し，ねじりの動作が含まれ

ているスポーツを行うと，腹部がひき締まり，余

分な脂肪等が殿部に集まる体型になり得るj．

今後は，ガ ードルと動作時の身体皮下組織との

ずれについて分析していく予定である．

研究の遂行にあたり貴重な御助言を 賜 り ま し

た‥，弘前大学医学部河西達夫教授に深く感謝いた



しますと共に，卒業研究として御協力を得た，大

洋由樹子氏，佐藤浩子氏，内藤潤氏，被験者とし

て御助力を得た川口佐由利氏に謝意を表します．
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